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1．はじめに 

鉄構業界では， BIM/CIM(Building / Construction 

Information Modeling, Management)の導入促進が官民

一体となって進められています。BIM/CIM とは，調査・

計画・設計段階から BIM/CIM モデルを導入し，その後

の施工，維持管理の各段階においても，情報を充実させ

ながらこれを活用することです。あわせて事業全体にわ

たる関係者間で情報を共有することにより，一連の建設

生産・管理システムにおける受発注者双方の業務効率化・

高度化を図ることができます 1)。 

当社でも BIM/CIM により展開される 3 次元モデルを

より有効に活用できる体制を構築しビジネスモデルとし

て落し込むことが重要であると考えます。 

 本稿では，この 3 次元モデルを活用した部材検証(製品

形状照合)を行うためのシステム「3D 重畳」を紹介しま

す。 

2．「3D 重畳」とは 

3D 重畳とは 3 次元モデルと製造物写真を取り込み，簡

単な操作で製品形状を自動照合するシステムです。 

製造物写真に 3 次元モデルを重ね合わせること(重畳)

で，取付け位置のずれなど製造不良を即座に発見できま

す（図 1）。 

 

       図 1 3D 重畳概要図 

 

3．3D 重畳導入の目的 

製品形状照合時，目視，測定器具での診断を行ってい

ますが不具合を見逃してしまうと多大な後戻り工数が発

生してしまいます。また，近年鉄骨製品の大型化や特殊

構造物の増加があり，より目視や測定器具での診断が難

しくなっている状況です。 

そこで 3 次元モデルと鉄骨製品とを重ね合わせ診断を

行うことで，大型製品や特殊構造物でも製品形状照合の

際の不具合見逃しのリスクを低減させることができます。

また，製品形状照合に使用した 3 次元モデルをシステム

上で組み上げていくことで，部材同士の干渉チェックな

どの検証も行えるようになります。 

3 次元モデルによる業界に先駆けた取組みを実施する

と共に，不適合製品の現場流出ゼロを目指すことが「3D

重畳」導入の目的となります。 

4．3D 重畳による製品形状照合 

3D 重畳を実施するには準備するものとして，「3 次元

モデル」，「製造物写真」の 2 点が必要となります。BIM

案件として 3 次元モデルが展開されている物件にて検証

を行いながら，運用体制の構築を実施しました。 

（1） 3 次元モデルの準備 

 BIM 案件として展開された 3 次元モデルに対して，製

作途中での追加変更箇所を 3 次元 CAD にて都度編集を

行い最新の状態として 3 次元モデルを準備します。 

（2） 製造物写真の準備 

 3D 重畳用の製品写真を撮影するにあたり，一方向か

らの写真では 3D 重畳による診断ができない箇所が出て

きてしまいます。そのため，1 製品に対し前方後方斜め

2 方向から製造物写真を撮影し，見逃しが無いようデー

タを準備します。 

（3） 3D 重畳(製品形状照合作業) 

3D 重畳に 3 次元モデルと製造物写真のデータを取り

込み重畳作業を行います。 
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重畳方法としては，初めに 3 次元モデルのエッジ(3 次

元モデル製品の角部)を 5 点以上選択します。次に製造物

写真も同じくエッジを 5 点選択します（図 2）。 

 

図 2 3D 重畳エッジ選択状況 

その後，重畳を実行することで，選択したエッジを自

動で重ね合わせ 3 次元モデルの向き，尺度を調整して重

畳が完了します（図 3）。そのデータを作業員にて部品の

ずれや角度の相違など不適合が無いか診断を行います。  

 

図 3 3D 重畳尺度・向き自動調整状況 

5．3D 重畳導入後の成果 

（1）不適合の検出 

図 4 3D 重畳不適合検出状況 

図 4 は，3D 重畳を行い実際に不適合を検出した例（パ

イプ柱に取付くガセットプレートの天地反転による先端

位置のずれ）となります。2 次元の図面では高度な技術

を持った作業者でしか不適合を検出することができない

ような箇所でも，3 次元モデルを使うことで，簡単に不

適合を検出することに成功しました。 

3D 重畳を導入したことにより，不適合の検出について

は狙い通り特殊構造物の製品形状照合に大きく力を発揮

しました。 

（2）製造工程内での診断 

製造工程内にて 3D 重畳を行うことで，特殊構造物で

も正確な組付け，製作が可能となり後戻り工数の発生を

防ぐことができました。 

 

図 5 3D 重畳による組付け位置確認状況 

6．今後の展望 

まず現状問題点として，設計と製作が同時進行であり

変更が多い建築鉄骨図面に対し，最終図での 3D 干渉

チェックが行われていないという点があります。そこで

3D 重畳で作成した 3 次元モデルを活用し部材干渉

チェックを行うことで，3 次元的に事前検証，分析が行

えるようになります。さらにそのデータを使い現場へ提

案が行えるよう体制を構築することで，3 次元モデルへ

の取組みを当社の強みとして確立していきたいと考えて

います。 

7．まとめ 

鉄構業界でも，今後さらに3次元モデルの重要性が高

まり，それに合わせ様々なシステムが展開されていくと

思われます。その足掛けとして3D重畳による製品形状照

合を実施しました。今後部材干渉チェックの体制を構築，

確立させることで次世代への対応として運用を進めてい

きます。 
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